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南シナ海IODP Exp.367 U1499における浮遊性有孔虫生層序

Planktonic foraminiferal biostratigraphy in the South China Sea IODP

Exp. 367 U 1499
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　南シナ海は世界でもっとも暖かい海域として知られているWPWP（western Pacific warm pool）の直上にあ

たり，生物進化の起点として数多くの研究が行われている．その為，IODP(International Ocean Discovery

Program)などの国際的な研究が盛んな地域でもある． 

　南シナ海におけるIODP Exp.367次航海で私は微古生物学者として乗船し研究を行った際の船上分析におい

てコアキャッチャー試料から幾つかの浮遊性有孔虫生層序の認定を行った．私は航海を終えて試料を持ち帰

り，掘削されたU 1499コアから得られた試料に基づいて浮遊性有孔虫化石を用いてより詳細な年代順序の考

察を行った．調査対象としたのは私の主な研究範囲である0～5Maの範囲であり，コア長としては0～約300ｍ

の区間である．私は，その区間中の1H1W-35X7Wまでの227試料を観察し，年代指標種の確認を行った．そ

の結果，船上研究の時点よりも数多くの年代基準面を認定することができた．しかし，それらの結果を使用し

ていくのには同時に問題点も多く見つかった．その問題点とは，いくつかの層準で確認できた生層序に矛盾す

る点が存在してしまうことである．私はその問題を解決する為に，近隣海域での先行研究である（Tian et al

,.2008）の結果との比較や，ODP leg 184の試料を取り寄せ実際に観察することで，解決の糸口を検討した． 

　本発表はその成果の一部をを報告する為に行うものである．
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